
山
Ｙ

古
志
田
東

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
米
沢
市
林
泉
寺
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）

一
一
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
米
沢
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
手
塚
　
孝

。
月
山
隆
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

古
志
田
東
遺
跡
は
吾
妻
山
峰
か
ら
延
び
る
斜
平
丘
陵
の
東
側
に
位
置
す
る
遺

跡
で
、
最
上
川
右
岸
に
あ
た
る
。
米
沢
市
開
発
公
社
が
計
画
し
て
い
る
林
泉
寺

団
地
に
係
る
緊
急
調
査
と
し
て

実
施
し
た
。

遺
跡
は
、
最
上
川
の
支
流
で

あ

っ
た
旧
掘
立
川
の
蛇
行
面
に

沿

っ
て
建
て
ら
れ
た
三
面
廂
を

有
す
る
三
間
×

一
〇
間
の
大
型

刃

建
物
（母
屋
）
を
中
心
と
し
て
、

米

西
側
に

一
一
間
×
三
間
の
厩
と

問
仕
切
り
を
も
つ
二
間
×
六
間

の
作
業
場
二
棟

（西
建
物
跡
）、
東
に
は
屋
住
棟
と
推
測
し
て
い
る
二
間
×
三
問

と
三
間
×
六
間
の
二
棟

（東
建
物
跡
）、
北
に
倉
庫
と
想
定
し
て
い
る
三
間
×
三

間
の
一
棟

（北
建
物
跡
）、
南
側
に
離
れ
て
存
在
す
る
三
間
×
五
間
の
一
棟

（南

建
物
跡
）
を
加
え
た
七
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
河
川
は
、
自
然
河
川
を
運
河

用
に
拡
幅
し
た
も
の
で
、
丸
太
の
橋
や
船
着
場
、
川
船
を
引
き
込
む
た
め
の
接

岸
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
の
大
半
は
、
こ
の
河
川
内
部
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
木
簡
を
含
む
多

量
の
木
製
品
や
土
器
類
が
認
め
ら
れ
る
。

木
製
品
は

一
〇
〇
点
を
越
え
る
椀
や
盆
な
ど
の
挽
き
物
類
、
鍬

。
楔

・
修
羅

な
ど
の
農
具
類
、
曲
物

・
独
楽

・
杓

・
箸
な
ど
の
日
用
品
の
ほ
か
、
鐙

。
九
木

弓

・
物
差
し
な
ど
七
五
〇
点
を
数
え
る
。

土
器
類
で
は
全
体
の
七
割
を
占
め
る
赤
焼
土
器
を
中
心
に
、
須
恵
器

・
土
師

器

・
両
黒
土
器
な
ど
四
〇
七
七
四
点
が
出
上
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
赤

焼
土
器
の
約
三
割
と
い
う
多
数
が
樹
液
な
ど
を
塗
布
し
た
と
推
測
さ
れ
る
杯
類

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
土
器
に
漆
を
塗
布
し
た
例
は
あ
る
が
、
赤
焼
土
器
を
恒

久
的
に
使
用
す
る
目
的
で
加
工
し
た
例
は
な
く
、
こ
の
遺
跡
独
自
の
手
法
と
し

て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
文
字
資
料
と
し
て
四
五
二
点
の

墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
主
な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
「山
田
」
「山
田

西
」
「木
」
「東
」
「達
」
「五
万
」
冨
口成
」
「千
万
」
「揖
保
」
、
そ
れ
に
半
数
近

く
を
占
め
る
呪
術
絵
を
描
い
た
土
器
な
ど
で
、
軍
口成
」
は
人
名
、
「揖
保
」
は

地
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
特
に

「山
田
」
「山
田
西
」
に
関
し
て
は
、
遺
跡
付
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近
に

「山
田
」
と

「山
田
山
」
の
地
名
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

集
落
を
知
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
河
川
跡
の
第
Ⅱ
層
か
ら
第
Ⅳ
層
ま
で
の
堆
積
層
よ
り
、
多
量
の
木

製
品
及
び
土
器
類
と
と
も
に
六

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
検
出
さ
れ
た
木
簡
は
、

欠
損
す
る
も
の
や
墨
痕
が
か
す
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
、
こ
こ
で
は

釈
読
で
き
た
も
の
一
六
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

「山
田
」
　

「山
田
西
」

「東
」

「千
万
」

「達
」

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い
　
。
「有
宗

名
案
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
いて
囀反
『

②

　

「□
田
人
十
九
人
幼
似
人
又
汁
九
人
敷
馴
人一
人

ｏ

い
ｅ

×
含

∪

×
ω

①
　
。□百
五十
八人何
に妬
□

辰零亘畳曇曇ラ/屋雪

K竃
∈?□ 圧

巨

抵
墨書土器及び呪術絵を描いた土器

l101  (9)  (8)  (7)  (6)  (5)  (4)

汁人櫻
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＜
八
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六
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国
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＜
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一
石
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五
十
二
束

□
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万

人
万
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十

一
万
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□
□

「日

廿
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廿
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Ｄ
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∞
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∞
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ト
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囀
ヽ
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∞
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×

ト

Ｐ
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〉
〈
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Ｏ
×

〕

Ｐ
Ｎ
］
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Ｐ
枷
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ト

□
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」

ｏ
卜∞Ｘ
］受
酌
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じ
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命
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∞
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∞
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2003年出上の木簡

⑪

　

「東
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
題
×
岬

ｏ２

⑫

　

「
＜
次
帯
建

一
餅
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］卜泉
駕
苫

ｏ認

⑬
　
。
□
船
津
運
十
人
」

。
□
□
□
□
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ⇔∞て
（０
登

ｏ解

⑭

　

「
＜
上
毛
野
真
人

一
石
」
　
　
　
　
　
　
　
　
岸］受
ｒ授
い
ｏ器

⑮

　

□

□

□

　

　

子

主

□

人

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
こ

溢

凝

い

寓

Ｐ

ω

　

「
□
魚
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疎
Ｐ誤
×
価
伽
〓
Ｐ

①
は
短
冊
形
の
板
目
材
を
加
工
し
た
題
箋
軸
で
、
軸
部
は
失
わ
れ
て
い
る
。

表
面
は
人
名
と
み
ら
れ
る
。

②
は
分
厚
い
板
目
材
の
記
録
簡
で
、
田
人

含
辰
民
）
の
具
体
的
な
動
員
数
が

記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
の
内
容
は
田
人
二
九
人
の
内
訳
と
し
て
男
九
人
、
女
二

〇
人
、
次
に
三
九
人
の
内
訳
と
し
て
、
男
人
人
、
女
三

一
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。

女
性
の
人
数
が
七
、
人
割
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

①
も
記
録
簡
で
あ
り
、
両
面
に
労
働
力
の
動
員
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
原
形

は
短
冊
形
と
想
定
さ
れ
る
が
、
上

。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
に
み
ら
れ

る
総
勢
二
五
人
人

（推
定
）
の
内
訳
は
、
「丁
」
二
三
人
人

（推
定
）
と

「小
」

二
〇
人
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
に
は
三
〇
人
の
内
訳
と
し
て
男
二
人
人
、

小
二
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
労
働
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
本
遺
跡
に
お
い
て
の

男
性
の
労
働
力
を
大
規
模
に
動
員
し
た
際
の
記
録
簡
と
い
え
る
。

い
は
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
加
え
た
付
札
形
態
を
示
し
て
い
る
が
、
短

冊
状
の
木
簡
を
二
次
的
に
付
札
状
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
か
れ

て
い
る
文
字
は
付
札
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
初
の
文
書
内
容
が
残

っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

０
は
短
冊
形
の
木
簡
で
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
数
量
の
み
の
記
載
で
、

内
容
は
不
明
で
あ
る
。

①
は
板
目
材
の
荷
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
コ

石
」
は
概
の
数
量
か
。

⑦
は
本
来
の
短
冊
状
の
木
簡
を
二
次
的
に
付
札
状
に
改
変
し
た
も
の
で
、
稲

の
東
数
の
み
の
記
載
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
出
挙
に
関
す
る
木
簡
の
単
位
が
原
則
と
し
て

「束
」
で
あ

る
こ
と
や
、　
一
人
の
貸
付
数
の
平
均
が
四
五
束
か
ら
五
五
束
程
度
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
本
木
簡
は
出
挙
関
係
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

③
は
上
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
極
め
て
薄
い
板
目
材
を
使
用
し
、
下
端
を
尖

ら
せ
て
い
る
特
徴
な
ど
は
斎
串
の
形
状
に
類
似
し
て
い
る
。
記
載
内
容
が
数
字

万
と
い
う
点
を
考
え
れ
ば
、
呪
符
的
な
性
格
が
想
定
さ
れ
る
。

①
は
下
端
と
側
面
が
欠
損
し
た
短
冊
形
の
木
簡
で
、
表
面
に
三
文
字
分
の
墨

痕
が
確
認
さ
れ
る
。

⑩
は
圭
頭
状
に
仕
上
げ
た
木
簡
で
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
表
面

の
中
央
面
と
裏
面
の
上
部
に
か
す
か
に
確
認
さ
れ
る
。

ω
は
曲
物
の
底
部
に
書
か
れ
た
も
の
。
「東
」
に
関
し
て
は
須
恵
器
杯
の
底



部
に
も
同
様
の
墨
書
の
あ
る
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、
東
建
物
に
関
連
す
る
遺

物
と
推
測
し
て
い
る
。

⑫
は
板
目
材
の
荷
札
状
の
木
簡
で
、形
状
や
、記
載
内
容
が

一
石
単
位
で
あ
る

こ
と
、
「次
帯
建
」
と
い
う
表
記
か
ら
種
子
札
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

０
は
短
冊
形
木
簡
を
半
我
し
た
も
の
で
、
上
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
こ
の
木

簡
は
東
船
着
場
よ
り
検
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
「船
津
」
は
船
着
場
、
「逗
十

人
」
は
そ
の
船
着
場
で
船
荷
の
揚
げ
降
し
に
動
員
塔
れ
た
労
働
力
に
関
す
る
記

録
簡
で
あ
る
。
裏
面
に
も
明
瞭
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
破
損
し
て
い
る
こ

と
か
ら
判
別
は
困
難
で
あ
る
。

⑭
は
板
目
材
の
荷
札
状
の
木
簡
で
、　
一
見
、
人
名
と
も
み
ら
れ
る
が
、
⑫
と

同
様
な
新
種
の
種
子
札
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

ω
は
両
端
が
欠
損
し
た
木
簡
で
、
内
容
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑩
は
挽
き
物
の
皿
の
底
部
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
文
字
は

一
文
字
の
可
能
性

も
あ
る
。

以
上
、
木
簡
の
解
読

。
釈
文
に
関
し
て
は
、
平
川
南
氏
に
よ
る
も
の
に

一
部

加
筆
し
た
。

９
　
関
係
文
献

米
沢
市
教
育
委
員
会

『古
志
田
東
遺
跡
』
（米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
七

三
、
二
〇
〇
一
年
）

（手
塚
　
孝

・
月
山
隆
弘
）

刻

狙

努
ぬ

〃

ユ

分
射
序

爬
�
隠
隠
肥
隠
隠
肥
隠
隠
隠
＼
隠
隠
隠
ヽ
隠
＼
隠
隠
隠
ヽ
隠
隠
隠
＼
隠
＼
隠
隠
£
隠
隠
Ｎ
②

‐ 十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，
‐

風
図
邸
∇

肥
隠
£
隠
£
ｗ
①

圏
］

τ」

季
だ

畠―
ド

井



肥

＼

隠

鰻

Ｐ

鰻

鰻

鰻

肥

＼

隠

＼

隠

ハ
脚

国

脚

――――

――――

日

凹

側
脚
脚
脚
珊
即
Ⅷ
Ｖ

＞１ ０

（

印

削

― ‐ ‐

困

― ― ‐

聞

田

‐ ― ―

‐ ‐ ―

∪

ぐ
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